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｜
編
集
後
記
一
た
冨
野
推
皿
蛎
拳
艤
睡
罐
畦
坤
匂
罐
峠
朴
評
峰
い

ら
れ
た
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
淋
し
い
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
あ
り
ま
し
た
。

個
人
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
委
員
会
の
帰
り
に
ビ
ー
ル
を
の
み
な
が
ら

三
輪
卓
爾
先
生
共
々
、
い
ろ
い
ろ
の
お
話
を
う
か
が
え
た
こ
と
は
楽
し

さ
で
苦
労
が
打
ち
消
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
土
屋
氏
に
は
東
洋
医
学
会

の
動
き
な
ど
伺
え
て
、
こ
の
方
面
に
暗
い
筆
者
に
は
大
変
あ
り
が
た
か

っ
た
。
本
誌
の
発
行
体
制
が
変
っ
て
初
め
て
の
号
が
、
先
の
第
四
六
巻
第
一

号
で
あ
っ
た
。
正
直
の
と
こ
ろ
未
だ
ピ
タ
リ
と
し
な
い
点
も
あ
っ
て
、

四
月
の
編
集
委
員
会
で
は
種
々
の
注
文
が
出
た
。
こ
ま
か
い
点
が
多
い

の
で
あ
る
が
、
次
第
に
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

富
８
．
即
○
○
房
》
○
戸
曽
己
○
国
ご
島
①
昼
）
両
詞
（
の
号
）
即

自
扁
塵
厨
８
国
８
－
口
２
座
８
日
①
具
ａ
勺
ご
閏
○
さ
四
８
一

目
面
○
二
ｍ
三
．
国
凰
口
閏
》
ｚ
の
君
国
○
【
穴
届
＄
、

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

そ
れ
と
は
別
に
、
お
気
付
で
し
ょ
う
か
。
一
九
九
九
年
の
第
四
十
五

巻
二
号
ま
で
本
誌
の
奥
附
の
脇
に
〃
文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊

行
物
補
助
金
を
受
け
る
″
と
い
う
記
事
が
登
場
し
て
い
た
。
そ
れ
が
同

巻
三
号
よ
り
〃
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
う

け
て
い
る
″
と
い
う
記
事
に
変
っ
た
。

そ
れ
は
文
部
省
の
行
政
改
革
に
伴
っ
て
、
科
学
研
究
費
の
助
成
が
文

部
省
か
ら
日
本
学
術
振
興
会
と
い
う
別
組
織
に
移
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
か
ら
、
何
が
変
っ
て
来
た
か
と
い
う
と
、
学
会
雑
誌
で
あ
る
「
日
本

医
史
学
雑
誌
」
の
年
間
総
頁
数
が
予
定
よ
り
十
五
％
増
え
て
も
少
く
て

も
い
け
な
い
と
い
う
点
が
、
移
管
を
機
に
厳
重
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。

（
中
西
淳
朗
）

八
刷
り
上
が
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四

枚
）
ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実

費
は
著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
、
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望

者
は
校
正
刷
同
封
の
申
込
害
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
○
原
稿
の
送
り
先

〒
一
三
‐
呂
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
六
’
一
七
’
九
本
郷
綱
ビ
ル
ニ
階

財
団
法
人
日
本
学
会
事
務
セ
ン
タ
ー
学
会
共
同
編
集
室
内
、

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会


